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災
害
に
悩
ま
さ
れ
た

1
年
で
あ
っ
た
▼
1
、

2
月
の
頃
は
北
陸
な
ど

で
の
豪
雪
。
西
日
本
で

は
32
年
ぶ
り
の
寒
さ
を

記
録
し
た
。
さ
ら
に
4

月
に
入
る
と
、
島
根
県

西
部
地
震
（
震
度
5

強
）、6
月
の
大
阪
北
部
地
震
（
震

度
6
弱
）
と
、
地
震
が
続
い
た
。

夏
に
な
る
と
、
7
月
は
平
成
最
悪

の
水
害
と
い
わ
れ
る
被
害
を
出
し

た
豪
雨
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

8
月
に
は
歴
代
最
高
気
温
を
更
新

す
る
猛
暑
と
な
っ
た
。
秋
に
至
っ

て
9
月
に
は
平
成
最
強
レ
ベ
ル
の

台
風
が
襲
来
、
さ
ら
に
北
海
道
で

震
度
7
の
地
震
が
勃
発
し
た
▼

「
天
災
大
国
日
本
」の
宿
命
と
い
っ

て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
何

と
か
な
ら
な
い
も
の
か
、
と
つ
く

づ
く
思
う
。
天
災
は
地
震
の
よ
う

に
予
知
で
き
な
い
も
の
、
台
風
や

豪
雨
な
ど
あ
る
程
度
予
報
で
き
る

も
の
が
あ
る
が
、ど
ち
ら
に
せ
よ
、

そ
の
天
災
そ
の
も
の
を
な
く
す
こ

と
は
、
残
念
な
が
ら
出
来
な
い
▼

天
災
と
い
う
圧
倒
的
な
力
に
抗
す

べ
き
力
を
持
た
な
い
我
々
、
人
間

で
あ
る
。
出
来
う
る
限
り
の
備
え

を
す
る
し
か
手
立
て
は
な
い
▼
明

治
29
年
に
起
こ
っ
た
「
明
治
三
陸

地
震
津
波
」
を
詠
ん
だ
正
岡
子
規

の
句
に
「
若
葉
し
て
海
神
怒
る
何

事
ぞ
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
目
に

も
優
し
い
若
葉
と
い
う
自
然
の
美

し
さ
の
一
方
、
荒
々
し
い
残
忍
な

自
然
で
あ
る
津
波
、
こ
の
対
立
す

る
現
象
に
対
し
て
は
我
々
は
呆
然

と
立
ち
す
く
む
し
か
な
い
。
理
不

尽
だ
が
「
何
事
ぞ
」
と
い
う
し
か

な
い
の
だ
。
悲
し
く
無
力
で
あ

る
。
し
か
し
、
我
々
は
勇
気
を
振

り
絞
っ
て
、
こ
こ
か
ら
何
度
で
も

立
ち
上
が
る
し
か
な
い
。

北総・茨城教区で特別授戒会
天台宗祖師先徳鑽仰大法会

　
祖
師
先
徳
鑽
仰
大
法
会
の
一
環
と
し
て
各
教
区
で
特
別
授
戒
会

が
奉
修
さ
れ
て
い
る
。
去
る
10
月
20
日
に
北
総
教
区
で
、
同
21
日

に
九
州
東
教
区
で
（
前
号
既
報
）
ま
た
、
26
日
に
は
茨
城
教
区
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別
授
戒
会
が
奉
修
さ
れ
た
。

　
北
総
教
区
（
弘
海
高
顯
宗
務
所

長
）の
特
別
授
戒
会
は
10
月
20
日
、

千
葉
県
成
田
市
の
「
ナ
リ
コ
ー
セ

レ
モ
ニ
ー
寺
台
ホ
ー
ル
」
に
お
い

て
奉
修
さ
れ
た
。
伝
戒
和
上
は
大

樹
孝
啓
探
題
大
僧
正
（
書
写
山
圓

教
寺
住
職
）
が
勤
め
、
戒
弟
は

2
4
5
名
で
あ
っ
た
。

　
午
前
10
時
よ
り
開
会
と
な
り
、

開
会
に
あ
た
っ
て
奉
行
で
あ
る
弘

海
宗
務
所
長
と
小
堀
光
實
延
暦
寺

執
行
が
挨
拶
、
続
い
て
鈴
木
晃
信

説
戒
師
（
長
福
寺
住
職
）
よ
り
授

戒
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え
、
大
事

な
事
柄
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
な

さ
れ
た
。
11
時
か
ら
の
正
授
戒
で

は
、
大
樹
伝
戒
和
上
が
十
二
門
戒

儀
を
説
示
し
、
戒
弟
に
「
お
か
み

そ
り
」
を
授
け
た
。
ま
た
、
羯
磨

師
の
秋
田
光
兆
観
音
寺
住
職
、
玉

田
法
信
東
榮
寺
住
職
が
仏
舎
利
を

授
与
し
た
。
な
お
、
同
授
戒
会
の

随
行
長
は
小
堀
延
暦
寺
執
行
、
随

行
員
に
浅
野
玄
航
天
台
宗
参
務
、

教
授
師
は
弘
海
厚
久
正
徳
寺
住

職
、
鈴
木
乘
啓
泉
福
寺
住
職
が
そ

れ
ぞ
れ
勤
め
た
。

　
茨
城
教
区
は
10
月
26
日
、
筑
西

市
の
千
妙
寺
で
特
別
授
戒
会
を
厳

修
、
1
5
5
名
が
新
た
な
仏
弟

子
と
な
っ
た
。

　
開
会
式
で
中
村
純
亮
宗
務
所
長

は
「
信
仰
の
心
を
醸
成
し
、
円
満

生
活
を
送
れ
る
糧
に
し
て
欲
し

い
」
と
述
べ
、
随
行
長
の
杜
多
道

雄
宗
務
総
長
も
「
こ
れ
か
ら
も
精

進
を
」
と
語
り
か
け
た
。
続
い
て

説
戒
師
の
阿
純
孝
宗
機
顧
問
が
心

構
え
を
伝
授
。
教
授
師
の
高
山
良

彦
延
暦
寺
財
務
部
主
事
よ
り
作
法

を
聞
い
た
後
、
伝
戒
和
上
の
叡
南

覺
範
探
題
大
僧
正
（
毘
沙
門
堂
門

跡
門
主
）
を
迎
え
正
授
戒
が
営
ま

れ
た
。
十
二
門
戒
儀
を
説
示
し
、

一
人
ひ
と
り
に
「
お
か
み
そ
り
」

を
授
け
た
叡
南
伝
戒
和
上
は
「
日

頃
か
ら
お
念
仏
を
唱
え
、
善
を
行

い
悪
を
止
め
て
日
々
暮
ら
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
祈
念
し
て
い
る
」

と
話
し
た
。
な
お
随
行
員
に
獅
子

王
圓
明
延
暦
寺
副
執
行
、
羯
磨
師

は
宗
議
会
議
員
の
舩
戸
俊
宏
如
意

輪
寺
住
職
が
そ
れ
ぞ
れ
勤
め
た
。

仏
弟
子
と
な
り
「
忘
己
利
他
」
の
実
践
を
誓
う

北
総
教
区

茨
城
教
区

▲　叡南伝戒和上から「おかみそり」を、舩戸
羯磨師から仏舎利を受ける戒弟たち（茨城教区）

▶　神妙な面持ちで、大樹伝戒和上から「おか
みそり」を受ける戒弟（北総教区）

檀信徒 245 名が仏弟子となった厳粛な雰囲気の中授戒会に臨む


